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おわりに

はじめに

TIMSS (1995）による間際学力評舗の結果を受けて、アメリカの教育研究者たち と

し という日本の授業研究モデルに関心を持ち始めた。現在、日本の校内研修として

業冊究というアプローチはアメリカに限らずイラン、中間、 ドイツなどにも広がっているむ

どもの思考の理解、学力向上のために狩われている吉本の授業研究とい

うモデルに注目したアメリカの教育研究者や教師たちは現在ではいくつかのグループを形成してい

る。その中でも特に日本の初等教背・中等教青の授業研究に注目したグループとして、スティグ

ラー・グループ、フェルナンデス・グループ、ルイス・グループが代表として挙げられる。それぞ

れのグループの特徴となる点は、ステイグラー・グループは学力向上のための教師による校内研修

や新教科の開発について、ブエルナンデス・グループは教員養成と教師の専門性について、ルイス・

グループは子どもの思考と教師の資質の向上に主に関心を持って研究しているところにある。これ

らのグループ関の違いは、ステイグラー・グループは授業内容について、フェルナンデス・グルー

プは教師の役割について、ルイス・グループは子どもの活動を、その研究の中心においている点で

ある。

本論文では、最初にアメリカに日本の授業研究というモデルを紹介したステイグラー・グループ

の研究を解釈し、その罰究の課題と成果を明らかにすることを目的とする。第 1節でスティグ

ラー・グループの誹究方法を述べる。第 2節で日本人の研究者や教師から見るステイグラー・グルー
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し、第 3

スティグラー・

る。

叶ルカール アニー

と

し、

したむ
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さなかったのは、 でなされたから

ス

ステ fグラー

に記録し、その

うー・グルー

がどのよう

りドイツと日本の第 8

の教師の改革に対する

ある。以上 3つのねらいから、

となる情報の収集をする」ことがねら

もステイグラーは次のように述べている

1 ) 

El本とドイツ、

を鳴らかにしたこと

る

に、アメリカと

いるの治、を主司ること、

という E

明らかに

中で、

ヌ倍、事
弘、一

ビデオ

る。スティグ

つま

ら無作為に副捺本を拙出することによって全国的な代表になるよう

に講成された。

およ

抽出さ

った l0 

2）データの収集

と呼ばれ、その国の中学2

ら無作為に標本抽出が行われ、ある教師を別の教師に入れ替えること、

こと、のどちらも認めなかった。 にピデオ研究で

としたむそのうち100学級がドイツ、 50学級が百

データは1994年度から 1995年度に集められ、ゼデオテープに~又められた授業とアンケ…トに対す

る教締の回答が含まれていた。このアンケートは、その設業が典型的なものかどうかを調べるため

に、同じ学級の前の時間の授業、および次の持の授業計離について質問したものであった。さらに、

データ収集の安定性を雑保するため、カメラの標準的な手JI！買が開発され、テストされ、再検討され

た。さらにビデオの撒影者は特到な言II練を受けた。それぞれの学級ではカメラは一台しか使われず、

教陣に焦点が当てられた 20

3）授業の符号化

ビデオテープは、符号化されてデジタル方式でCD”ROMに保害され、この研究プロジェクトのた

めに開発されたマルチメディアのデータベースのソフトウェアを沼いて分析された。

され、三カ国のネイテイブスピーカーであるコーダー（coder：符号開発者）のチームが多く

の特徴についての分析を行った。コーダー 6名（ドイツ、日本、米国から 2名ずつ）と
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し、テーブの中身

つ

スティ

アー

も自

ることによって、それぞれの国にお

しようとした。さらに、

、例え

たようなカテゴリー

なものかどうかを明ら

を費関紙へ記入するよう

ための持別な、その旺限り

の反応から、そのE摂りの授業はほとんどなかったこと

を行ったとステイグラーは考えている 50

しかし、

を

されること 日

したり、

どのよ

るための

られるよう

る

とおり るつ

i司

こま1,＇之、

るのか、それと

る

にE

とで、

どもたちがよく

を人に見せるべきもの

と次時の授業計画と

傾向があるといわれている。だがステイグラーは、

と対思することで、その問題を回避している。

2）現場に行っていない、観察者の読点でのピヂオ研究

とその記録との間には距離があり、 に切り

取ったものであり、教育現象そのものではない」と的場は述べている 70 客観的であると思われる

VTR録顕であっても、その記録だけでは授業全体の様子は把握できず、その授業の持つ雰閤気など

を捉えることは難しい。ステイグラーの研究では教師の役割と授業内容に焦点をあてられていたが、

リズム、ピデオに映っていない子どもの捺子など、ビデオだけでは表現しきれない

部分については、コーダーに見落されるか、あるいは自分の経験を反映して解釈される可龍性があ

る。

2 スチィグラー・グループの研究成果の分析

ステイグラーは、学習指導を文化的営みとしてとらえるべきだと主張している九すなわち、

まれっき備わった能力でもなく、長時間にわたる授業に参加することを通じて行われる。

文化的営み、つまち学晋指導には、 1）文化的信念、つまり思いこみとの関わりの中で安定的に発

してきたという システムであり、 z）文化内の成員に無意識的に裡め込まれている隠れた

カリキュラム（hiddencurriculum）のため、変化が非常に難しいという特徴があるc また、一つの

文化内における学習指導・授業の基本型に対する心的モデルが「台本jという言葉で表されている。

教師も児童・生徒も同一の「台本jを持ち、互いに演じるべき役割に従っているというのである。
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そういった文住的システムの中

るのではなく、他文化内における

しようとするならば、 11若々

ものの改善を§

まえた上で、ステイグラーによるアメリカと日本における

ょうとす

る

析結果 ると、 j,j、下のようになる。ここで比較する読点として、 a）教師、 b）授業、 C)

る。両国の文先的信念に関する考え方の文北的相違を明らかにしながら、日

入の見方からの再分析について述べていこう。

1 ）教師

ステイグラーの研究によれば、アメリカにおいて敦蹄の責任であると考えられていることは、

のに必要な全情報を与え、多数の線習を諜し、大多数の児童：・生徒が扱えるように

ることである九他方、日本では、基本的に生徒に解法を考えさせて提示させるた

め、学級全体の話し合いを組織したり、励ましたりヒントを与えたりすることが教師の責任である

と考えられているのだと吉うへ教具として、アメリカがOH Pを、日本が黒板を使うことにも考

られる。アワカではOH Pは子どもの興味をひき、注意を数漫にさせないための

テクニックとして使用されるc 他方、日本において黒板は先の学びを再考するための視覚的記録と

して使用されている。授業の一瞬一瞬に参加していることより、先に学んだ、こととどう関係が結び

付いているのかを考えることの方を重視するためである。また、よい教師というものが、アメリカ

では先天的なもの、日本では後天的なものだと考えられている。つまり、アメワカでは能力のある

教師は初めからよい教師であるが、能力に恵まれなかった教師はずっとそのままであると思われる

のに対し、日本では教師倍々人の努力によってよい教師になるというのが一般的な見方である。こ

こに f能力文化」のアメリカと「努力文化」の日本の違いが見られる。

それに加えて、アメリカと比較すると、百本ではカリキュラムに対する教師の権限が低いのが特

徴である。これまで日本の教師たちはカワキュラムには触ってはいけないもののように感じてきた

ようだ。しかし、これからは積種的に関わっていかなければ本当の意味での改善は難しいのではな

いだろうか。諸外国でも、教師がカリキュラムに対して権限を持つ例は多い。ステイグラーらが述

べているように、学背指導は相互作用、カリキュラム、環境、そのf患の要屈によって舗造される

雑なシステムなのである 120 実際に授業を行うのは教師であり、その教師がカリキュラムに関われ

ないということであれば、学習指導の改善によい影響は与えないのではないだ、ろうか。

2）授業

授業の性費においては、アメリカでは活動詞の結びつきが弱く、 は手順練習のために使

われるので、外部からの中新が多いもの13という特徴がある。他方、日本では、授業を物語のような

ひとまとまりの完全な体験として捉えられる九そのため、 B本の授業は神聖なものであり、アメ

1）カにおける教会での礼拝と同様の扱いをされるとも いる 150 

しかしながら、百本における授業は、神聖で完全なものであるが故に遮つてはいけないというよ

りも、むしろ「学級王国J的な閉鎖性により遮られずにいるという部分が大きいのではないだろう

か。授業の導入部分だけを晃たり、終末に至る前に教室を離れたりすると要点を見落とすことにな

る16という特徴は、逆に 1時間絶えず集中せねばならず、何らかの理由で教室を出入りしなければ

ならなかった子どもは、その授業についていけなくなるという危険性をはらむものでもある。日本
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ら とな ており、 も ri号 とし じられ

このように、 ょう られることがないという ょいとい

つ らぎつつある

スティグラーら けるアンケート らみると、

という点においては、アメリカ 日

かにな ている 170 別 を アメリカはブβラクテイカル、日

というも

だが、アメワカ

は一つに限らない、この日

いること

ある 180 こfLら

えるもの

のであるが、こ

には、アメリカにおい

る19という根本的な

だということで

を

られるみさ

いる。

アメリカの授業では、③例題の解法説明、会類似問題をf詳しといった 2つのまとまりを持つの

に対し、自本では、①問題を解く、②問題の解法話し合い、というまとまりになっており、これら

が f台本Jの例である叱前にも述べたように、先に’i寄報を与え、練習させるのか、まずじっくり

させ、方法を共存していくのかという違いである。ただし、日本の教室では、小学校と

以降とでは大きく

3) 

る2lということも述べられている。

として特徴的であるのは、アメワカが誤りを最小限にしようとしてい

るのに対し、自本は誤りから学ぶという点22である。それは、個人差というものが、アメリカにとっ

ては効果的な学習指導の障害と考えられているのであるが、日本にとってはあるのが当然であり、

それが周りの子どもにも有議であると考えられているおという背景によるものであろう。

ステイグラーらの研究は算数・数学の授業観察が中心である。その中で、

に関して、アメリカでは「手般の集合jであり、 f教材を小分けにし、一つずつ完全に習得jする

ことが最善と考えるが、日本では「概念・事実・手販の間の関係の」集合であり、「解法を話し合い、

方法や関係について賛否両論を開くJのが最善となっているへまた、子どもの興味をひく方法とし

て、アメリカでは数学以外の事柄に関する話をしたり、実生活の問題を扱ったりするのに対し、日

本では問題解決の新しい方法を開発させることで、算数・数学への興味を引き出す25としている。自

本でもアメワカのような方法をとることはあると思われるが、そのときに教師が自身の教える

をどう感じているかが学習方法に大きな影響を与えるであろう。ステイグラーらが指摘するように

へ教師が用語学習や技龍練習を面白くないものと考えながら授業をすれば、子どもにもそう伝わ

るに違いない。この点に関しては、教師の専門性の問題とも関わってくるだろうむ

個別作業（seatwork）といった練習的な学官に関しては、アメリカでは授業中にすることが多く、

B本では塾や宿題において多くを行っているという特徴が述べられている九このことから、現代

の日本における塾の存在の大きさを無視することはできない。東京都ιおける調査によれば28、

やおけいこに通う子どもたちの割合は86.6%と10人のうち 9人近くが塾通いをしているという

になっているむもちろん自本全国が同様のレベルではないにしろ、 う子どもが増加している
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ま

ために、日

る

いう開題もでてくる

2 スァイ

スティグラ

て呂

は、

自

チームワーク

ピデオカメラ

方から

している fかのごときj

といえる。

わりなどを、

明らかにするのである。

いるのである。

ステイグラー

ら

る

と毘

ちの中には、

る入もいる。このよう

られなくなってしまうと

とし

スティグラ

ぎない。しかし、

く

をあてており、

よるチームで、

る

てEl

し

った

して

介している。米国の lま が求められており、 (Research & 

Development）システム

るのである。司

トを当てて、その継続的

日本の倍々の教師が今後必要になる

公教育のあり方を摸索していくビジョンを

ける教師の役割だけを強調し、

スポッ

しているのである。

く、今後の

ろう。校内研修として

られるだけのものではなく、教師

れなければならない。さらにそれ以上にカリキュラムの編成、

材開発、 どについても、校内研修のプログラム内容に組み込んで、いく努力が

必要である290 

2-1 日本の授業研究の流れと最新の動向

ゆとり教育や新しい学力をもとめての総合学晋導入のため、従来の教科の時間と内容が約30%削

減された。新しい学力はまだ成果として表れるには至らず、その一方で過去の学生と詑較して、大

よる f分数のできない大学生Jなどの警鐘がマスコミを賑わし、学力の低下と諮差拡大の

問題が浮上してきた。またOEC Dによる学力調査PI S A2000とPI S A2003の結果を見ると、

百本の学力は国際的に見ていまだ上位にあるものの、読解力の低下など、最上位（世界トップレベ
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と

このよう

ともに、

な あること

な

持返さざるをえないり

スティグラ した日

上げていくことができるシステム

向性が明らかにしないで、い

生じてくるであろう。

られている。

2…2 「学力向上拠点形成事業J

よりよ

と

されたある中学校の事部

じて、

して

いる

ことが、

ると

め

i虫ら

前述の「学力向上拠点形成事業jを委託されたある中学校での例を述べよう。 3年開の研究をス

タートするにあたって、最初に教職員間の話し合いで合意を図ったのが「背伸びはしないc 日々の

中を生徒や教師の身の丈に合わせて改善していく。生徒の意欲が高まり、やってよかったと

思える研究にしていこう。Jということであるむこれは花火を打ち上げるような大きな変革ではなく、

日々の実践を大事にしたよで改善をはかろうという共通理解であり、特別な現り組みをするのでは

なく、議子を見ながら、まずはスロー・スタートを切ろうというものである。これは、比較的よく

関かれるメッセージであり、日本の教育現場でのこれまでの経緯や背景が伺える。

自本の学校では近年ますます多忙になり、

部活指導、内外と関連したさまざまな仔事、校務など多岐に渡っている。

ている中学校では、学校がその機能を十分果たすための土壌として、

の努力を払っている。学びの場としての学校の機能を成立させるためだけではなく、

生が（近年は児童期にあたる小学校高学年もそれに近い状況がある）情諸が安定し、

惑をもって思春期を乗り越えることは、生徒自身のために、また社会の安定のためにも欠かせない

る。

中学校の教師は生徒指導のための水面下の努力に多大なエネルギーを費やしている。 もない

さえ、 3～ 4時間のオーバーワークは日常的なことであるむ中でも最｛憂先すべきは生

と家寵訪問などであるc それに研究活動を上乗せしていくのであるか
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ら、優先順位を明確にしておくこと

また、研究指定が終わると

に認識されていること

と とされることである。

も、暗黙の反語教師として教師の

了し

大切にJというのはそうし

しかし、そのよう

倍々の力量を向上させるよ

ある。それがわかっているからこそ、日

ということがある。前述の「日々

された思いがこもっている。

て、研究を進めること

を形成していく大切

り組むのである。

を

2-3 B本人が考える日本の授業研究の特徴

スティグラーの観察はほ対日jJ とその に焦点を当てている。しかし、百本の教師が研究

・生徒の活動とその変容である。日う時に焦点を当てるのは、

．生徒の活動を引き出し、

を行なう際に、最も

の80%はできあがったとみてよい。指導案にはすべてが書き込まれる。つまり、

元の構成と本時の位置づけ、児童、生徒観、単元観、指導観、準備する物、授業の流れ

関、まとめ）、主発問、抽出生徒（生徒の変容を計るバロメーターとなる）などである。これらの

を綿密に締り上げる過程で、ステイグラーのいう、一連の物語のような授業のストーリーが構

成され、授業の主要なファクターである児童・生徒の動きが教師に見えてくるのである。そして、

実際に研究授業を行ない、教師のねらいどおりの展開が見られない場合は、

その原因を分析することになる。

を仕組む媒体であろうと心がける

もちろん年間35週のすべての授業で、このような過程を経ているわけで、はない。しかし、

究の経験から教師は自頃の授業でも常に 1時間を「導入→展開→まとめ」として構成することや、

を吟味することを無意識に行なっている。研究授業を引き受けるのはしんどい仕事だが、

その成果は自分の財産となる。すなわち専門職的技能を磨くことに薩結する。

授業研究には独特のバイアスも存在する。例えば、現在の小・中学校の現場では、 当え

込みであってはならないJという暗黙の認識が底流に流れている。学習の本来の自的は「生徒が学

び、育つJことである。実i奈は、 f教えること」が底流に流れる授業の基本である。しかし、

研究として、ある授業を坊り取って組上に載せるときは「教え込み」に縮らないことが鉄則になっ

ている。あたかも、児童・生徒が相互の学びあいによって自らの力で問題解決に到達したかのごと

き授業のシナリオを周到に組み立てることをめざしているのである。特に、「新しい学力観Jでは、

－生徒の関心・意欲・態度を重視することが求められている。必然的にそのモデルとな

を研究授業として公開することが、暗黙の了解として求められている。スティグラーの指摘する、

－生徒主体の授業はこのような経緯の中で、共通の自擦として模索されてきたのである。

スティーグラーは、臼本の授業では、教輔らは、数学が概念や真実、そして手瓶の関係の連なり

のように振舞うことを指摘している300 ステイグラーの震関に対し、日本の教締の73%が、授業で
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しかっ ること、剣え る

また、 るかのよう うこと

な

れる

日

し、

この点は米・

ることが面白くなる

っているところである。

も見られる。例えば、 B

地の労働者と同 、同じ社員食堂で食事をとるが、

ている。

とはなく、 を明確にしているという。文化のシナワオ

つ。

2-4 授業研究に関する反省

そもそも自 り返ってみると、

たり来たりしているといえるヘ （右側）を

の極としよう。 とは、

向上をはかつていこうとする立場を指すむ他方、

させることで、

ように、授業とはか

しばしば克ら

る。しか

うとする

どを着るこ

ともいえるであろ

の｜極Jを

（左鱒）を

どもたち自 自らの生活を改善していこうとする態度を大切なものと

とは、

彼らの

なかにあるさまざまなポテンシャルを引き出すことを百的として教育活動を組み立てようとする立

90年代のカワキュラム改革の第一のキーワードは「新しい学力観」というものであった。

の解説は次のとおりである。日新しい学力観jとは、学力というものを記憶され蓄積さ

技能の量や程震としてのみ理解しない。それはもちろん大切なものではあるけれど、より正しくは、

学力を学習者の思考力・想像力・判断力・選択力・表現力などもあわせてとらえ、それら

技能と一緒に重視して学力と理解する。学習者としての児童・生徒の教科に対する興味・関心、自

ら ども、これから っそう る。学習成果の評佃iも、そ

のような観点を加味して行っていく。J

このように「新しい学力観」のもとでは、何にもまして子どもたちの と

いった鵠揺が重視された。そして教師が果たすべき役割についても、「指導から支援へjといった用

語で新たな意義づけがなされることとなった。すなわち「自ら学び、考え、判断するという、子ど

もたちの主体的な学習活動が、指導目標や子ども一人ひとりの目標の実現に向かえるように適窃に

支援することjが、教師の仕事として推奨されるようになったのである。その強調点は「生きる力j

というさらなるス口一ガンに導かれる現在の学理指導要領においても、変わるところはない。

しかしながら21世紀を迎えた現在、カリキュラム改革の振り子は、左傑の極から再び右に向けて
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スイングを始めようとしているようにも

は、まさしく「指導Jではなく

った己しかし、

れたのは、

そのため

と持

する

の

ばならないj、

り

イグラ した自

いる

？こむ

と

理

ると

ものであり、それ以上

っけなけれ

らな レーズで、

がとられるようになω 。

ための2002アピール を

られる3¥

された2003年の

これから

る。カリキュラム

マスメディアの

として、スティグラ

ればならない。スティグラー カリキュラム

も る。

また呂

つまり、日

し

に対する関心が低い。 B

ることに強い関心

テストでは、日

それは

している。しかも、こ

ること

日

しなけ

システムは、日 られている。

カリキュラム、

との関係づくり

という

教師の関心が傾々の生徒といかに関係を構築し理解を深めるかに向いているため

に、カリキュラムをどう編成し、生徒に何を伝えていくかに対する関心が低い34」という

後のB本の授業研究の課題が示されていると言える。

2-5 

ステイグラーは、自

部の共通認識を持たせるの

ある。しかし、加の側面から

れ、 に決めら

きる知識

カリキュラム が授業研究に

これは正し
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カワキュラムに関する自立性を制限さ

くという設置づけに、その専門性の内容が押



し￥

し、 を制

しい。

出し、

ト と る して

を とするマスコミ はない。

ストが

し込められて

どもたちの

ことができるだろうかc 例えば、

して教育内容のレベルアッ

る

B 

しないむ

システムにより、

る。 2 

にすぎない。こ は日

これから

く共同的に探求し、

てるためには、子ども

る。

シンガポールなど、

るむ

な勉強の世界ではなく、

る。子ども

を

なテーマを

、
つ
る

よき とし

自身がよき とし ることが｛可より

2-6 5本における授業研究の展望

ステイグラーが分析したのは、日本の1990年代における授業研究のひと

日本の教育改革もまた、右に、左にと揺れているのである。また、

の関係や、社会が学校に求める要請も大きく変化している。問題となるのは、

し瓦：380 

と

えなf学力低下」の狭関で、

いという現在の危機的状況である。

めざすべきかというピジョンを、教師も

ステイグラーから して、 ステムとして している

という認識を日本の教師は持つことができた。しかし、教育の根幹が間われている時には、

改善だけでは前に進めない。自本の個々の教師にとって今後必要になる専門職としての能力は、

後の公教育のあり方を模索していく上で確かなピジョンを共有し開拓することであるむそのために

はカリキュラムの編成、教材開発、学校経営、意思決定などについても、校内研修のプログラム内

容に組み込んで、いく努力が必要で、ある。

まれる対策の一つは、学校の教師が大学院で学ぶ機会を拡充することであるc 子ども

ぴを促進し、学力を向上させる最大の推進力は、教師の教養であり教育の専門家としての識見であ
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し、 ることなしに、こども し、 ることる。

あるむ

また、

あるのポスト

期

においては、

も

取り

中

なシステム

ることが、子ども

り上げていくこと

る

に

の

ること したいと思うむ

3 校内罰移としての讃業研究と教舗の資震の向上

スティグラーは自

することによって、

えるJ3告と述べている。そのものさしが教師を自

いて を詳細に分析し、

とつ

ながっていく。従って、

式でもある」 ωといえる。

生にこ

としてはもちろん、教師の能力

あることである。しかし、

なものとするために

必要であり、

教師であり、教師こ

した教師が理論的に分析しあうことにより、

られているの治宝

し と

る。そしてそこで得られたものは、教育学者の机上の理論とは違って、

例と結びついた理論であり、職業能力の成長を可龍にするといえる。

授業研究において次に重要なことは f個々の授業研究班において教師が学んだことを教師たちが

ること治宝できるのであ

中から得られ、

共有するiつことである。ステイグラーは、「日本の教師が執筆している報告書とい

例を記述するだけでなく、一つの統合的データベースにリンクできる大電子図書館に蓄えることが

できれば、実践された授業を学び、その授業を作り出した教師とインターネットを通じて相互的協

同をすることができるJ42としているむこれは単なるま子しを借用することではなく、

を構築するために具体的授業例としてそれを患いるということである。つまり、他の教師がやった

ことをそのまま写し取るのではなく、地の教師がしたことを批判し、改善していくことを意味して

いるのである。

このような授業研究に百々取り組む教師は「研究者としての教師」と言うことができ、こうした

授業研究は、教師の資貨向上に大きな役訴を果たすのである。

3-1 ある中学校における授業研究の実態

筆者が住む地域のある公立中学校では、学期に 1

している。その具体的な方法を以下に述べる。ま

を1週間前に地域教育事務所に提出し、

つまり年 3間授業研究に関する校内研修を

に1入の研究授業担当者を決め、その

より指導案に関する指導を受ける。
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らい・ とともに、 も

につハーサルを

わたって示されている

日には、

る。そ

される。その日

クラス とし、 叉」

ので

よ

されるが、その

る

あるが、

のである。

3-2 高校における授業研究の実施

中には、初任者研修以外に授業研究が実施されることが少ないと思われる。例えばある

例では、県教育委員会支援課による訪問の捺の教科別研究授業と、

るロングホームルームにおける公開授業刀、外に校内で行なわれる

高校で校内の小集団による授業研究が実施されな

た。 T

られる。一つは、

を企画iし、 る教締が非常に少ないと思われること

し、例年半数近く

る。二つめに、 T

る進学校であるため、

り組むというパターンが決まっていて、ど

いように図られているという

という目標があるため、どのよう

られるc そ

して、

するのである。

三つめとして、教師の多忙が挙げられる。新学習指導要領の中学校の設業時数の削減等により、

高校入学時の基礎学力が低下してきていると思われるが、大学入試では依然として高い学力が求め

られる。そのため、教師は毎時間の小テストや月ごとの課題テストの作成・採点をはじめ、

授業時以外の学習指導やその準舗に追われることになる。また、精神面でいろいろ

を抱えた生徒が増えてきており、その対応にも追われている。 J 't) 

あり、勤務時間内で、は到底こなせない仕事量となっている。こういう状況の中で、自主的にお互い

の授業を参観して意見を求め合い、分析するような余諮はなかなかないのである。

校内研修£）、外では、教育委員会の主導で年に一度、地区ごとに授業研究の場が設けられる。しか

し、高校は、全日制・定時制・通信制といった課程の違い、普通科・総合学科・職業学科といった

学校によって中身が大きく異なるため、お互いの授業を参観しでもなかなか参考に

しにくいという面がある。従って、

ある。

にその場を活用しようという雰囲気ではないのが実情で

3-3 実態を蕗まえての考察

高校は教師・生徒の意志にかかわりなく輪切り入試によって「ランク付けJがなされるため、

施される授業は学校によって大きく異なる。「トップクラス」といわれる進学校では、多少の差は
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J
D

、ペノ

と

ろ

らせ、 を して、

出 い。しか

ていると

って、自ら

から

という

もし いと忠っ

も ると思われるが、

る 、、下“’ は、

あっても、

える

し、

ち

としているかというと

る

自ら

るむ「五i

る i一生きる力」を身につける

7月）から、 10年近くたとうとしているが、

f自ら

について述べられた中

いては相変わら

され

ていないこと

らせているという

り

させることよりも、

しかし、こういっ

いては、

き、

いてもやはりもっと

すべきことである。従って、

るが、だからと

他方、前述の

うという

ものにしていくことが教師とし

えており、より多’tになっているの

をおろそかにしてはならなし、

どうかといえば、これも

る力が身につくものとなっているかといえば、

にな

問である。

を仕組んでいく。これでは、

いるだけである。 T

込むことは少なかった。それはあまりにも

生きた授業を展開すべきであると

案を作成することは大切で、あるが、

さらにリハーサルまで行ない、

と化し させて

宍」

り、

かむ

る。

ほとんどしないのも問題であるが、見せる

・高校いずれの場合も、見せかけではなく、 込
C

である。そしてそれを実践できるのが擾れた教師と言えるだろう。

また、前述の中学校のように、 とはいえ、 め

を大切にすることがま

カット

したり、自習にしたりしてよいものであろうかむ 1

るはずだ。
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なくてはならないも るc しかし、

てしまってはいけない。スティグラーは、

といっしょに取り組んでいるJ13としているが、

く、また、たと

の

においては、

も

し

キ仇

もな

このよう

ることだけで、はなく、 ”ヲ、，．
Q 、四 るとい

うこと

るよう ていくこと

・サルカールアラニが述べているように、

されるのではなく、 らない点（カリキュラム

として 自ら

こと とっ るといえる。

おわりに

てさま

いて行われているような校内研修とし

り入れることによって、世界における

いる。しかし、 R

して

シ〕

たなアブローチを付け加えることができるのではないかと

ステイグラーらの見解によると21世紀におけ

る珍しい教授法を作り出し、彼ら自身が飽者とは異なっていることで自ら

う。また、 21世紀における器れた教師とは標準的な実施に最善のアイデア

人たちのことである。そして、彼らは子どもの学力を向上させるという自様を

めに協韻し、標準の授業内での目標実施を徐々に向上させる人々である。彼らは個人のためではな

と

るとい

く

く、職業者全体の教授を向上させるために日々活動している人をいう

ステイグラーらの視点から授業研究をみると、授業研究は、まさに21世紀におけ

させるための効果的な取り組みである。校内研修としての授業研究の多くのキーワード

は、 f反省」「共舟Jf継続するj「学ぶJ＇改善 Jなどである。学校は、子どもたちはもちろん、

師も学ぶことができる場である。学校や授業改善に求められるのは学校文化における変化であり、

そしてこの変化は授業研究という教師の取り組みによって実現される G

このように授業研究は、教育改革、授業改善と教師の資賓の向上のための新た となり、ス

ティグラーらはこれをアメリカの教育システム事情に移転しようと試みた。ステイグラーは、

“The Teaching Gap”をその話的のために出版している。日本人の呂からみる、ステイグラーらの
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部究は、 している。しかし、 立

る。

ヂ ル ることで子ども

だけではなく、 とし

るのではないかと考えている。また、

との関4系に焦点を当て、アメリカ

の質がどのように改善されたのか
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tried to transfer 

to the United 

interest in the late 1990s with the publication of ].Stigler & ].Hiebert；’ s The Teaching Gap, which 

discussed the findin父sfrom the Third International挺athematicsand Sciences Study (TIMSS) 

Video Comparison Study in註nanecdotal. narrative manner. lesson study did not 

directly come out of TI主主SS,the authors introduced and popularized lesson study within its 

argumentative framework. Recently a number of American researchers and educators have 

suggested that Japanese model of lesson study might be an incredibly beneficial approach to 

examine practice for teachers in the United States. 

From this study, it can be seen that the examination of Japanese model of improving teaching 

and in-service teacher training, especially lesson study offers a real possibility for other countries’ 

teachers and school leaders to learn from their Japanese colleagues. In addition, Japanese teachers 

and researchers find an opportunity to learn from their colleagues in the United States and reflect 

on their view of professional development approach and teaching skills. 
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